
 

日 時 平成 26 年 10 月 29 日（水）13:30～16:30 

会 場 マッセ OSAKA 大ホール（大阪市中央区大手前 3 丁目 1-43 大阪府新別館南館 5 階） 

主 催 公益財団法人日本都市センター 

後 援 公益財団法人大阪府市町村振興協会 おおさか市町村職員研修研究センター 

趣 旨 

我が国では、高度経済成長期に数多くの公共施設やインフラの整備が行われましたが、今後その多く

が耐用年数を迎え老朽化していくことが予測されています。また、平成の大合併を経験した自治体では、

機能的に重複した施設を複数所有することになり、その維持管理に要する財政負担が大きな政策課題と

なっています。その一方で、少子高齢化の急速な進展と人口減少に伴い、税収入の減少と福祉関連支出

の増加が懸念されており、各自治体において、公共施設やインフラの維持管理費や更新費を今後十分に

確保していくことは困難な状況にあります。

こうした中で、自治体が独自に保全計画の策定や施設の再編等を行う、いわゆるファシリティマネジ

メントを導入する動きが見られるようになりました。2014 年 4 月には、公共施設等の総合的かつ計画的

な管理を推進するため、総務省から全国の自治体に対して、公共施設等総合管理計画の策定要請が出さ

れました。今日、都市自治体においては、公共施設・インフラの配置や総量の適正化に取り組むととも

に、適切な維持管理を図っていくことが喫緊の課題となっています。

そこで、本研究交流会では、戦略的な計画の策定、ファシリティマネジメントを統括する組織体制や

情報共有のあり方、公共施設等の維持管理を担う職員の専門性の確保といった課題に焦点を当て、学識

者による基調講演と実務家による事例報告を行うとともに、参加者との質疑・意見交換を通じて、ファ

シリティマネジメントを支える自治体行政組織と職員のあり方を展望いたします。

プログラム 

13:30～13:35 開会 

13:35～14:25 

（50 分） 
基調講演 首都大学東京都市環境学部 山本

やまもと

 康
や す

友
と も

客員教授 

14:25～14:55 

（30 分） 
事例報告① 盛岡市財政部資産管理活用事務局 上森

うわもり

 貞
さ だ

行
ゆ き
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14:55～15:10 

（15 分） 
休憩 

15:10～15:40 

（30 分） 
事例報告② 

大津市総務部行政改革推進課 

  公共施設マネジメント推進室 足立
あ だ ち

 寿通
としみち

 氏 

15:40～16:25 

（45 分） 
質疑・意見交換 質疑応答やご出席いただいた自治体の取組み紹介等の意見交換 

16:25～16:30 閉会 

※会場は 17 時まで利用できますので、意見交換、名刺交換等にご利用ください。 

第 １ ８ 回 都 市 政 策 研 究 交 流 会 （ 関 西 開 催 ）  

「 フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト を 支 え る 自 治 体 行 政 組 織 と 職 員 」

開 催 の ご 案 内  



 

 

参加者  都市自治体関係者、都市シンクタンク等の研究員、研究者等（定員 120 名） 

   ※募集人数に達し次第締め切らせていただきます。 

参加費  無料 

申込み方法 

別紙「参加申込書」に必要事項を記入の上、平成 26 年 10 月 22 日（水）までに、FAX（03-3263-4059）

にてお申し込みください。 

会場アクセス 

マッセ OSAKA 大ホール（大阪市中央区大手前 3 丁目 1-43 大阪府新別館南館 5 階） 

大阪市営地下鉄「谷町線」または「中央線」『谷町四丁目』駅下車 

(1-A)地下出口：新別館南館へ地下直通 または (1-B)地上出口：徒歩 1 分 

 

 
 
 
 

【事務局・お問い合わせ】 

〒102－0093 東京都千代田区平河町 2 丁目 4 番 1 号 日本都市センター会館 8 階 

公益財団法人日本都市センター 研究室 （担当：三浦） 

 TEL：03‐5216‐8775  FAX：03‐3263‐4059  E-mail：miura@toshi.or.jp 


